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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
夜
に
等
し
い
愛
を
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
７
７
０
Ｉ

【
作
者
名
】

　
壬
生
一
葉

【
あ
ら
す
じ
】

　
純
粋
な
恋
の
カ
タ
チ
。
。
。
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「
俺
が
告
っ
た
ら
付
き
合
っ
て
く
れ
る
？
」

彼
の
言
葉
に
驚
き
、
彼
女
は
黒
板
消
し
を
床
の
上
に
落
と
し
た
。

白
い
粉
が
ほ
わ
っ
と
舞
っ
た
。

「
今
度
の
小
テ
ス
ト
で
全
問
正
解
し
た
ら
、
付
き
合
っ
て
。
」

彼
は
言
葉
を
続
け
た
。

「
つ
付
き
合
わ
な
い
わ
よ
っ
・
・
・
。
」

彼
女
は
黒
板
消
し
を
拾
い
上
げ
た
。

彼
と
彼
女
し
か
居
な
い
教
室
。
外
は
真
っ
赤
に
焼
け
て
い
た
。

「
俺
の
事
、
気
に
な
っ
て
る
で
し
ょ
？
」

「
・
・
・
ど
う
い
う
自
信
？
」

「
授
業
中
俺
の
事
ば
っ
か
見
て
ん
じ
ゃ
ん
。
」

「
君
が
あ
た
し
を
見
て
る
か
ら
で
し
ょ
？
」

「
俺
と
す
れ
違
う
時
、
緊
張
し
て
る
。
」

「
・
・
・
君
が
・
・
・
。
」

彼
の
言
う
事
は
間
違
っ
て
な
い
。

彼
女
は
、
彼
を
意
識
し
て
此
処
に
来
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
自
分
の
理
性
と
戦

っ
て
い
た
。
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－
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－
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－
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－
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－
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－
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－
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教
育
実
習
初
日
、
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で
敷
地
が
一
緒
の
こ
の
高
校
を
目
の

前
に
彼
女
は
茫
然
と
立
ち
尽
く
し
た
。
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半
端
じ
ゃ
な
い
広
さ
と
、
ど
れ
が
ど
の
校
舎
な
の
か
も
明
確
で
な
い
不
親
切
な

建
物
。

正
門
前
で
声
を
掛
け
て
き
た
の
が
、
彼
だ
っ
た
。

「
・
・
・
教
育
実
習
の
人
？
」

彼
女
が
振
り
返
る
と
、
イ
マ
ド
キ
の
高
校
生
が
堂
々
と
遅
刻
し
て
き
て
い
た
。

「
は
・
・
・
は
い
。
高
等
部
の
職
員
室
に
行
き
た
い
ん
で
す
・
・
・
け
ど
・
・
・

。
」

「
こ
っ
ち
。
」

「
は
、
は
い
。
す
み
ま
せ
ん
。
」

実
習
生
だ
か
ら
っ
て
”
先
生
”
な
ん
だ
か
ら
と
気
合
を
入
れ
た
ス
ー
ツ
の
彼
女

が
、
高
校
生
の
彼
の
後
ろ
を

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
歩
い
て
付
い
て
回
る
姿
は
、
滑
稽
だ
っ
た
。

暫
く
歩
い
て
「
そ
こ
」
と
一
言
言
う
と
、
彼
は
姿
を
消
し
た
。

２
年
Ａ
組
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
教
壇
に
立
ち
挨
拶
を
す
る
と
窓
際
の
席
に
彼
女

は
彼
が
居
る
の
を
見
つ
け
た
。

彼
が
、
彼
女
を
射
抜
く
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た
。

「
今
日
か
ら
二
週
間
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
た
担
当
は
数
学
で
す
。
」

彼
は
何
か
と
彼
女
に
質
問
を
浴
び
せ
た
。

「
ど
こ
の
大
学
行
っ
て
る
の
？
」

「
家
ど
こ
？
」

「
彼
氏
居
る
の
？
」

彼
女
は
そ
の
度
に
、
は
ぐ
ら
か
し
た
。

十
代
の
男
の
子
が
ち
ょ
っ
と
年
上
の
教
育
実
習
生
に
興
味
を
持
つ
の
は
良
く
あ

る
事
だ
と
心
得
て
い
た
。

彼
女
が
高
校
生
の
時
も
そ
う
だ
っ
た
。
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－
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彼
は
１
７
歳
で
、
彼
女
は
２
１
歳
。

ま
し
て
今
は
、
先
生
と
生
徒
。
う
ま
く
い
く
訳
も
な
い
、
と
彼
女
は
頭
を
振
っ

た
。

彼
女
は
パ
ソ
コ
ン
の
中
の
小
テ
ス
ト
を
目
の
前
に
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
手
を

止
め
た
。

迷
っ
た
挙
句
、
一
問
だ
け
酷
く
難
し
い
問
題
を
入
れ
る
こ
と
に
決
め
た
。

前
日
に
実
施
し
た
小
テ
ス
ト
を
、
実
習
最
終
日
に
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

教
卓
の
上
の
プ
リ
ン
ト
の
束
の
中
に
、
彼
に
返
却
す
る
テ
ス
ト
用
紙
が
紛
れ
て

い
る
。

「
ま
・
・
・
先
ず
は
テ
ス
ト
を
返
し
ま
す
。
呼
ば
れ
た
人
は
前
に
来
て
下
さ
い
。

」出
席
番
号
順
に
名
前
を
呼
ぶ
。

「
富
永
ク
ン
。
」

彼
は
彼
女
の
目
の
前
に
立
ち
右
上
の
赤
い
数
字
を
見
た
。

彼
女
に
は
長
い
時
間
に
思
え
た
。

彼
は
そ
れ
を
持
ち
、
自
分
の
席
へ
と
戻
っ
た
。
彼
女
は
テ
ス
ト
の
返
却
を
続
け

る
。

彼
は
、
不
正
解
を
一
つ
も
出
さ
な
か
っ
た
。

彼
女
が
来
た
時
と
同
じ
よ
う
に
、
正
門
か
ら
敷
地
全
体
を
静
観
し
て
い
る
と
彼

は
や
っ
て
き
た
。

「
俺
が
高
校
生
だ
か
ら
、
年
下
だ
か
ら
、
生
徒
だ
か
ら
、
付
き
合
え
な
い
。
そ
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ん
な
の
は
理
由
に
な
ら
な
い
。
」

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
方
か
ら
金
属
バ
ッ
ト
が
快
音
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

「
俺
の
本
質
を
見
た
事
に
は
な
ら
な
い
。
」

ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
テ
ニ
ス
部
の
掛
け
声
も
聞
こ
え
た
。

「
理
性
で
人
を
好
き
に
は
な
ら
な
い
。
」

彼
の
言
う
事
は
真
っ
直
ぐ
で
、
否
定
す
る
為
の
言
葉
一
つ
出
て
こ
な
い
。

彼
女
は
文
系
が
苦
手
だ
。

「
先
生
が
好
き
だ
よ
。
」

彼
は
彼
女
を
抱
き
締
め
た
。

「
返
事
は
、
要
ら
な
い
。
先
生
に
拒
否
権
な
ん
て
な
い
ん
だ
か
ら
。
」

不
器
用
に
強
す
ぎ
る
彼
の
力
が
、
彼
女
の
理
性
を
砕
い
た
。

彼
の
出
し
た
問
い
の
答
え
は
、
最
初
か
ら
そ
れ
し
か
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

夜に等しい愛を。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
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発
足
に
あ
た
っ
て
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